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今日の内容

データ分析に必要な統計学の基礎を学ぶ

データに基づいて判断を下すための
手法を学ぶ

１

2

3

4 ビジネスにおける予想と分析結果の報告

比較して2変数の関係を考える

第 章の内容

1. クロス集計の軸設定と見方
2. 散布図と相関の調べ方
3. 相関係数と因果関係の違い
4. 時系列データの見方、分析方法

２
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1.クロス集計の軸設定と見方
クロス集計とは

数量データの関係性を見る際は相関係数が利用できるが，
カテゴリカルデータの関係性を見る際にはクロス集計を
用いるのが便利。分割表とも言う場合もある。
単純にはカテゴリごとの度数を記録した表，ただし，2つ
以上の変数を対象とし，その組み合わせで度数を求める。

縦軸:表側（＝原因）どのような視点から調査結果を見たいか ※分析軸
横軸:表頭（＝結果）どのような結果を見たいか

1.クロス集計の軸設定と見方
CSVファイルのマウント
import numpy as np
import pandas as pd

from google.colab import files

uploaded = files.upload()
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1.クロス集計の軸設定と見方
CSVファイルのマウント
import pandas as pd
import io

df = pd.read_csv('sample_cross.csv')
print(df)

1.クロス集計の軸設定と見方
CSVファイルのマウント
n=len(df)
print(n)
df.head()
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1.クロス集計の軸設定と見方
CSVファイルのマウント
ad_cross=pd.crosstab(df['広告'], df['性別'])
ad_cross

1.クロス集計の軸設定と見方
CSVファイルのマウント
ad_cross=pd.crosstab(df['購入'], df['広告'])
ad_cross
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1.クロス集計の軸設定と見方
CSVファイルのマウント
ad_cross=pd.crosstab(df['広告'], df['性別'], normalize=True)
ad_cross

pandas.crosstab()
第一引数:indexに結果の行見出し
第二引数:columsに結果の列見出し
引数normalizeで全体・行ごと・列ごとに
規格化（正規化）

pandas.DataFrame を返す

2.散布図と相関の調べ方
散布図とは

2つの要素からなる1組のデータが得られたときに，2つ
の要素の間にある関係（相関関係）を見るためのグラフ。
因果関係（どちらかが原因となって，もう一方が起こ
る）を示すものではない。QC7つ道具の一つ。
例1）数学の点数と英語の点数:数学の点数が高い生徒は英語

の点数も高い傾向がある（反対も含める）。
例2）高齢者の運動量と体力:運動量が増えると体力も増える

（〃）。
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2.散布図と相関の調べ方
相関分析

2つの要素（2変数）間の関係を数値で表現する分析方法。
「相関」とは2つ以上の変数があるときに，「どれぐらい
類似しているのか」という「類似度」を意味する。２つ
の変量の強弱を数値化したものを「相関係数」という。
「類似度」の強さを「-1から1」までの範囲で表現される。
正（または負）の相関関係が強いほど1（または-1）に
近く，相関関係が弱いほど0に近くなる。

2.散布図と相関の調べ方
CSVファイルのマウント

from google.colab import files

uploaded = files.upload()

import pandas as pd
import io

df = pd.read_csv(io.BytesIO(uploaded['sample_covid19.csv']))
df
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2.散布図と相関の調べ方
CSVファイルのマウント

2.散布図と相関の調べ方
CSVファイルのマウント

# 変数dfに格納したデータの何番目を
取得するか指定

df.iloc[:,9]

df.iloc[:,14]

df['Ibaraki']

df['Tokyo']
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2.散布図と相関の調べ方
プロット（東京都と茨城県の新規感染者数）

%matplotlib inline
# グラフツール matplotlibをインポート
import matplotlib.pyplot as plt
# カラーリングするツールをインポート
import warnings

#xlabel、ylabelはX軸、Y軸を指定する
plt.style.use('ggplot')
plt.plot(df.iloc[:,9], 
df.iloc[:,14],'bo')
plt.xlabel('Ibaraki')
plt.ylabel('Tokyo')
plt.show()

2.散布図と相関の調べ方
プロット（東京都と茨城県の新規感染者数）:相関係数

y_colum='Tokyo'

# 全体の相関係数を計算し、corrの
matrix上に表示させる
corr_matrix = df.corr()
# 変数y_corrにy_colum(つまりTokyo)
との相関係数を格納
y_corr = corr_matrix[y_colum]
y_corr
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2.散布図と相関の調べ方
プロット（東京都と茨城県の新規感染者数）:相関係数
y_colum='Tokyo'

corr_matrix = df.corr()['Ibaraki']
y_corr = corr_matrix[y_colum]
y_corr

2.散布図と相関の調べ方
プロット（青森県と茨城県の新規感染者数）
plt.style.use('ggplot')
plt.plot(df.iloc[:,9], 
df.iloc[:,3],'bo')
plt.xlabel('Ibaraki')
plt.ylabel('Aomori')
plt.show()
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2.散布図と相関の調べ方
プロット（神奈川県と北海道の新規感染者数）
plt.style.use('ggplot')
plt.plot(df.iloc[:,2], 
df.iloc[:,15],'bo')
plt.xlabel('Hokkaido')
plt.ylabel('Kanagawa')
plt.show()

3.相関係数と因果関係の違い ※セクション3の紹介

相関係数
２つの変量の強弱を数値化したものを「相関係数」という。
「類似度」の強さを「-1から1」までの範囲で表現される。
正（または負）の相関関係が強いほど1（または-1）に近く，
相関関係が弱いほど0に近くなる。

なるほど統計学園:https://www.stat.go.jp/naruhodo/10_tokucho/hukusu.html
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2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

import pandas as pd
import seaborn as sns
sns.set()
iris = sns.load_dataset('iris')
titanic = sns.load_dataset('titanic')

irisデータセット

2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

データセットの利用
print(iris.head())
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2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

データセットの利用
print(titanic.head())

2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

データセットの利用
print(iris.head())
print(iris.info())
print(iris.shape)
print(iris.ndim)
print(iris.columns)
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2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

データセットの利用

%matplotlib inline
import matplotlib.pyplot as plt
import warnings
warnings.filterwarnings('ignore')
plt.style.use('ggplot')
plt.plot(iris.iloc[:,1], iris.iloc[:,2], 
'ro')
plt.show()

2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

データセットの利用
iris.corr()
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2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

データセットの利用
y_colum='sepal_width'

corr_matrix = iris.corr()
y_corr = corr_matrix[y_colum]
y_corr

2.散布図と相関の調べ方- iris dataset -

データセットの利用
print(iris.describe())
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2.散布図と相関の調べ方 - iris dataset -

pg=sns.pairplot(iris)
plt.show(pg)
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2.散布図と相関の調べ方 - iris dataset -

pg=sns.pairplot(iris,hue='species')
plt.show(pg)
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2.散布図と相関の調べ方 - iris dataset -

pg=sns.pairplot(iris,hue='species', kind='reg')
plt.show(pg)
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2.散布図と相関の調べ方 - iris dataset -

pg=sns.pairplot(iris,hue='species', kind='reg' ,plot_kws={'ci': 
None,'marker': '+','scatter_kws': {'alpha': 0.4},'line_kws': 
{'linestyle': '--'}})
plt.show(pg)
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3.相関係数と因果関係の違い
相関係数

２つの変量の強弱を数値化したものを「相関係数」という。
「類似度」の強さが「-1から1」までの範囲で表現される。
正（または負）の相関関係が強いほど1（または-1）に近
く，相関関係が弱いほど0に近くなる。

なるほど統計学園:https://www.stat.go.jp/naruhodo/10_tokucho/hukusu.html

3.相関係数と因果関係の違い
因果関係

「原因とそれによって生じる結果との関係」（広辞苑、
第6版）を因果関係という。要因とアウトカムの間におい
て、関連はみられるが要因が結果を導く関係（真の因果
関係）になっていないこともあるため、その判断には注
意が必要である。
（一般社団法人日本疫学会:https://jeaweb.jp/glossary/glossary015.html）

相関関係:AとBの事柄になんらかの関連性があるもの
因果関係:Aを原因としてBが変動すること
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4.時系列データの見方、分析方法
時系列データ

時間的な順序をともないながら観測されるデータのこと。
ある一定の時間間隔で観測されたデータや、イベントが発
生した時刻・頻度などが含まれる。

時系列解析:時系列データに潜む傾向や特徴を把握したり，
時系列データの将来の値を予測したりする際に有効な技術
例）株価データ，天気予報の気温や降水確率などの気象データ，

人口統計データ，センサーデータ，販売数データ，など

4.時系列データの見方、分析方法
時系列データがもつ情報
• ⾧期（傾向）変動（トレンド）

時系列の⾧期的傾向、時間の経過とともに増加・減少する傾向

• 循環変動（サイクル）
傾向変動より短期的で，周期的に繰り返される変動

• 季節変動（シーズナル）
（通常）1年を周期とする規則的な変動

• 不規則変動（ノイズ）
上記の変動で説明できないような，短期的かつ不規則な変動
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4.時系列データの見方、分析方法
CSVファイルのマウント

from google.colab import files

uploaded = files.upload()

import pandas as pd
import io

df = pd.read_csv(io.BytesIO(uploaded['sample_covid19.csv']) , 
parse_dates=['Date'])
df

※Date列を日付データとして解析する

4.時系列データの見方、分析方法
折れ線グラフで表現

import matplotlib.pyplot as plt

plt.plot(df['Date'], df['Tokyo'])
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4.時系列データの見方、分析方法
折れ線グラフで表現

plt.plot(df['Date'], df['Tokyo'])
# 要素を追加すると、棒グラフが重なって表示される
plt.plot(df['Date'], df['Ibaraki']) 

4.時系列データの見方、分析方法
折れ線グラフで表現

plt.plot(df['Date'], df['Tokyo'], label='Tokyo')
plt.plot(df['Date'], df['Ibaraki'], label='Ibaraki')
plt.plot(df['Date'], df['Hokkaido'], label='Hokkaido')
plt.plot(df['Date'], df['Kanagawa'], label='Kanagawa')
plt.plot(df['Date'], df['Aomori'], label='Aomori')
plt.legend()

※要素にラベルを作成し，凡例に反映させる
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今日の内容

データ分析に必要な統計学の基礎を学ぶ

データに基づいて判断を下すための
手法を学ぶ

１

2

3

4 ビジネスにおける予想と分析結果の報告

比較して2変数の関係を考える
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